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主な取組の個別指標

主な取組の概要

個別指標の達成状況と今後の方向性

主な取組を構成する事務事業

令和 6 年度

目標の柱 誰もが主役で誰もがつながる未来を見据えた協働によるまちの運営
施策 効率的・効果的な行財政運営 現状値 中間値 目標値

単位 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

（単位：千円）

事務事業名 事務事業の概要 令和6年度 令和7年度

担当課
担当係

一般管理費（総務）

総務課
総務係

一般管理費（管財）

総務課
管財係

行政改革推進事業

総務課
総務係

文書広報費（本庁）

総務課
総務係

文書広報費（舘岩）

舘岩総合支所町民課
総務係

文書広報費（伊南）

伊南総合支所町民課
総務係

文書広報費（南郷）

南郷総合支所町民課
総務係

財政管理費

総務課
財政係

会計管理費

会計室
会計係

自動車管理費

総務課
管財係

主な取組 2 健全な財政運営
①町税の徴収率（現年度分） ％ 97.9 97.9 97.9 98.0 98.0 98.1

取組の対象 町民

取組の意図 将来にわたる安定した行政サービスの提供と財政の健全化

① 目標どおり推移 現年度分の町税徴収率については、数字だけ見れば目標を達成（四捨五入によるもの）している。今後も督促・催告・滞納処分といった一連の滞納整理を適切に執行していくことで、公平公正な賦課徴収業務に努めていく。

②

枝
番
号

主
要
事
業

対象 目的 手段 実施内容・成果
当初

予算額
決算額

当初
予算額

1
一般職員
特別職

職員の安全と健康を管理し、公務能
率の向上を図る
特別職の適正な公務の遂行

職員の健康管理
特別職の日程管理・交際費管理

職員の生活習慣病予防検診や人間ドック、ストレスチェック業務などを行っ
た。
町長等、特別職の公務に支障がないよう、運転を始めとする秘書業務を適正
に行った。

55,623 54,428 51,611

2 職員 適正な文書管理事務 封筒、文書保存ファイル購入 封筒、保存ファイルを購入した。 8,260 8,449 8,849

3 町民
公共サービスのスマート化や行政
組織の強化

行政改革大綱に基づく事業の実施 事業見直しを図るものとして、事業の実施を見送った。 69 0 224

4
町民
職員
行政連絡員

適正な業務遂行のための法令の整
備
町政情報の周知及び事業等の参加
呼びかけ

法令の整備に係るシステムの整備
と情報提供
町のお知らせや広報誌を行政連絡
員により配付等

新規条例7件、条例改正26件を含め、122件の法制執務業務を行った。
行政連絡員会議を４月に開催し、各課の事業周知を図った。
コピー代、郵便料、コピー用紙代を支出した。

27,389 25,861 27,947

5
町民
行政連絡員

町政情報の周知及び事業等の参加
呼び掛け

町のお知らせや広報誌を行政連絡
員により配付

月２回を配付又は回覧日とし、地区行政連絡員により町の情報の周知を図っ
た。行政連絡員への年報酬と会議出席時の費用弁償を支出した。

2,432 2,407 2,406

6
町民
行政連絡員

町政情報の周知及び事業等の参加
呼び掛け

町のお知らせや広報誌を行政連絡
員により配付

月２回を配付又は回覧日とし、地区行政連絡員により町の情報の周知を図っ
た。行政連絡員への年報酬と会議出席時の費用弁償を支出した。

1,858 1,831 1,858

7
町民
行政連絡員

町の情報の周知及び事業等の参加
呼び掛け

町のお知らせや広報誌を行政連絡
員により配付

月２回を配付又は回覧日とし、地区行政連絡員により町の情報の周知を図っ
た。行政連絡員への年報酬と会議出席時の費用弁償、文書配付業務におけ
る班長謝礼を支出した。

3,125 3,071 3,125

8 財政担当職員 効率的・効果的な財政運営
適正な財政状況を管理すると共に、
運営にかかる知識を習得する

財政運営のために必要となる研修を受講し、知識を深めた。財政資料をHP
に掲載することで、町民への説明責任の履行を果たした。

716 163 1,970

9
現金を納付する町民及び公
金を受け取る町民

公金の適正かつ的確な管理・運用
適正な収入・支出の管理及び現金
の出納・保管を行うとともに、基金と
有価証券の適切な運用・管理を行う

支出負担行為の確認及び支出命令の審査を行い適正な支出に努めた。
現金及び有価証券の出納と保管を行った。また、安全性を確保したうえで支
払いに支障が出ない範囲で運用を行い利子収入を得た。

5,727 4,144 5,271

10 職員
車両を適正に維持管理し、効率的
に使用できる状態にする

車両の維持管理
車両の修繕を実施した。また、稼働率調査、要望に基づき公用車３台を更新
した。

19,152 15,780 9,248
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主な取組の個別指標

主な取組の概要

個別指標の達成状況と今後の方向性

主な取組を構成する事務事業

令和 6 年度

目標の柱 誰もが主役で誰もがつながる未来を見据えた協働によるまちの運営
施策 効率的・効果的な行財政運営 現状値 中間値 目標値

単位 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

（単位：千円）

事務事業名 事務事業の概要 令和6年度 令和7年度

担当課
担当係

主な取組 2 健全な財政運営
①町税の徴収率（現年度分） ％ 97.9 97.9 97.9 98.0 98.0 98.1

取組の対象 町民

取組の意図 将来にわたる安定した行政サービスの提供と財政の健全化

① 目標どおり推移 現年度分の町税徴収率については、数字だけ見れば目標を達成（四捨五入によるもの）している。今後も督促・催告・滞納処分といった一連の滞納整理を適切に執行していくことで、公平公正な賦課徴収業務に努めていく。

②

枝
番
号

主
要
事
業

対象 目的 手段 実施内容・成果
当初

予算額
決算額

当初
予算額

基金管理費

総務課
財政係

地域づくり振興基金管理費

総合政策課
地域振興係

過疎地域持続的発展事業基金管理費

総合政策課
地域振興係

ふるさとづくり基金管理費

総合政策課
地域振興係

企画事務一般

総合政策課
企画政策係

土地利用対策事務費

総合政策課
企画政策係

ふるさと納税推進事業費

商工観光課
商工振興係

企業版ふるさと納税推進事業費

商工観光課
商工振興係

政策アドバイザー設置事業

総合政策課
企画政策係

総合戦略策定業務

総合政策課
企画政策係

11 町民 各種事業を実施するため 基金の管理 町の各種事業を実施するにあたり、財源不足を補うべく、基金を管理した。 102,014 313,836 152,846

12 事務費 地域づくり関連事業を実施するため 基金の管理 基金利子積立金　1,803,000円 1,814 1,803 1,884

13 事務費 過疎対策関連事業を実施するため 基金の管理
基金利子積立金　　　　 3,000円
基金一般積立金　20,000,000円

20,003 20,003 20,031

14 事務費
ふるさとづくり関連事業を実施する
ため

基金の管理
基金利子積立金　　　　 2,000円
基金一般積立金　12,100,000円

2 12,102 18

15 事務費 企画事務の効率的に実施するため
消耗品の購入、公用車の維持管理
をする

旅費や消耗品費、公用車の維持に係る経費、各種負担金を支出した。 1,366 1,113 605

16 大規模土地取引者
土地取引にかかる事務を適正に行
うため

土地利用対策事務にかかる事務費
の支出

土地利用対策事務にかかる消耗品費、燃料費を支出した。 40 36 40

17 納税者 納税額の向上 魅力的な返礼品を効果的にＰＲする
ふるさと納税ポータルサイト等を活用し本町の知名度向上と納税額の増加に
努めた。
（納税件数2,187件、納税金額62,513千円）

19,653 23,428 27,350

18 納税企業 納税額の向上
地方創生事業に対する寄付を受け
入れる

企業版ふるさと納税の総合窓口を活用し、企業版ふるさと納税の寄付を受け
付けた。また納税していただいた企業に対し、感謝状を贈呈した。
（納税企業数５企業）

0 72 88

19 職員
専門的な知識、技術又は経験に基
づく助言又は意見等の支援を受け
る

専門的な知識等を有し、助言や意
見をいただける方を政策アドバイ
ザーとして委嘱する

重要課題の解決に取り組むにあたり、専門的な知識、技術又は経験に基づく
助言又は意見等の支援を受けるために、２名の方に政策アドバイザーを委嘱
した。

0 0 95

20
町民
職員

人口ビジョンを実現するために必要
な施策等を明確にする

アンケート調査やヒアリングなど実
施し、住民のニーズなどを把握しな
がら総合戦略を策定する

第２期南会津町まち・ひと・しごと創生総合戦略が令和６年度で計画期間が
最終年度となることから、次期計画となる南会津町デジタル田園都市国家構
想総合戦略～第３期南会津町まち・ひと・しごと創生総合戦略～を策定した。

0 157 0
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主な取組の個別指標

主な取組の概要

個別指標の達成状況と今後の方向性

主な取組を構成する事務事業

令和 6 年度

目標の柱 誰もが主役で誰もがつながる未来を見据えた協働によるまちの運営
施策 効率的・効果的な行財政運営 現状値 中間値 目標値

単位 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

（単位：千円）

事務事業名 事務事業の概要 令和6年度 令和7年度

担当課
担当係

主な取組 2 健全な財政運営
①町税の徴収率（現年度分） ％ 97.9 97.9 97.9 98.0 98.0 98.1

取組の対象 町民

取組の意図 将来にわたる安定した行政サービスの提供と財政の健全化

① 目標どおり推移 現年度分の町税徴収率については、数字だけ見れば目標を達成（四捨五入によるもの）している。今後も督促・催告・滞納処分といった一連の滞納整理を適切に執行していくことで、公平公正な賦課徴収業務に努めていく。

②

枝
番
号

主
要
事
業

対象 目的 手段 実施内容・成果
当初

予算額
決算額

当初
予算額

一般管理費（舘岩）

舘岩総合支所町民課
総務係

一般管理費（伊南）

伊南総合支所町民課
総務係

一般管理費（南郷）

南郷総合支所町民課
総務係

自動車管理費（舘岩）

舘岩総合支所町民課
総務係

自動車管理費（伊南）

伊南総合支所町民課
総務係

自動車管理費（南郷）

南郷総合支所町民課
総務係

徴税総務費

税務課

賦課徴収費（本庁）

税務課

賦課徴収費（舘岩）

舘岩総合支所町民課
住民係

賦課徴収費（伊南）

伊南総合支所町民課
住民係

21 事務費 事務の効率化・円滑化を図る 事務遂行の経費を支出する コピー用紙、コピー料金、郵便料等を支出した。 1,880 1,995 1,970

22 事務費 事務の効率化・円滑化を図る 事務遂行の経費を支出する
消耗品、コピー代、リース料、通信運搬費、光熱水費等の施設維持経費を支
出した。

1,234 1,306 1,390

23 事務費 事務の効率化・円滑化を図る 事務遂行の経費を支出する
コピー機用消耗品・使用料金、印刷機リース料、事務用品及び郵便料を支出
した。

1,727 2,011 1,350

24
町民
職員

車両を適切に維持管理し、効率的
に使用できる状態にする

公用車の維持管理 公用車にかかる経費を支出した。 4,573 4,502 3,794

25
町民
職員

車両を適切に維持管理し、効率的
に使用できる状態にする

公用車の維持管理
公用車にかかる整備代、燃料代等の経費を支出した。
また、マイクロバスの貸し出しに伴う運転業務委託料を支出した。

2,447 2,285 2,775

26
町民
職員

車両を適切に維持管理し、効率的
に使用できる状態にする

公用車の維持管理
公用車の整備料・消耗品・燃料代等、マイクロバス運行委託料・リース代、安
全運転管理者会講習会の負担金等を支出した。

9,778 9,369 8,619

27 事務費 徴税事務の適正な執行のため 徴税事務に要する事務経費の支出 参考図書購入や旅費などの税務業務に係る経費を支出した。 373 341 368

28 ○ 納税者 賦課徴収の適正な執行のため
賦課徴収事務に要する事務経費の
支出

納付書印刷代や電算処理委託料などの賦課徴収に係る諸経費を支出した。 32,499 30,013 42,751

29 納税者 賦課徴収の適正な執行のため
賦課徴収事務に要する事務経費の
支出

賦課徴収に係る諸経費を支出した。 15 11 15

30 納税者 賦課徴収の適正な執行のため
賦課徴収事務に要する事務経費の
支出

プリンタートナー等の税務業務に係る経費を支出した。 35 33 34



【様式２】

総合振興計画の位置づけ
5

19
主な取組の個別指標

主な取組の概要

個別指標の達成状況と今後の方向性

主な取組を構成する事務事業

令和 6 年度

目標の柱 誰もが主役で誰もがつながる未来を見据えた協働によるまちの運営
施策 効率的・効果的な行財政運営 現状値 中間値 目標値

単位 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

（単位：千円）

事務事業名 事務事業の概要 令和6年度 令和7年度

担当課
担当係

主な取組 2 健全な財政運営
①町税の徴収率（現年度分） ％ 97.9 97.9 97.9 98.0 98.0 98.1

取組の対象 町民

取組の意図 将来にわたる安定した行政サービスの提供と財政の健全化

① 目標どおり推移 現年度分の町税徴収率については、数字だけ見れば目標を達成（四捨五入によるもの）している。今後も督促・催告・滞納処分といった一連の滞納整理を適切に執行していくことで、公平公正な賦課徴収業務に努めていく。

②

枝
番
号

主
要
事
業

対象 目的 手段 実施内容・成果
当初

予算額
決算額

当初
予算額

戸籍住民基本台帳費

住民生活課
戸籍住民係

統計調査総務費

総合政策課
広報情報係

現住人口調査費

総合政策課
広報情報係

国勢調査調査区設定

総合政策課
広報情報係

全国家計構造調査

総合政策課
広報情報係

経済センサス経済センサス・活動調査

総合政策課
広報情報係

農林業センサス

総合政策課
広報情報係

監査委員費

議会事務局
議事係

起債償還元金

総務課
財政係

起債償還利子

総務課
財政係

31 町民 戸籍事務の適正な執行のため 戸籍事務に要する事務経費の支出
戸籍事務及び住民基本台帳事務等の適正な事務を行った。（戸籍証明等の
交付件数8,659件、住民票写し等の交付件数8,057件、印鑑証明書の交付件
数3,454件）

1,357 1,359 1,437

32 事務費 統計調査に係る事務の遂行のため 統計調査に要する事務経費の支出 統計調査に係る旅費及び統計調査員協議会への補助金を支出した。 87 14 87

33 町民
町内に住む人と世帯についての基
礎資料を収集するため

毎月１日に調査を実施する 現住人口調査に必要な消耗品を購入した。 8 7 8

34 町民
令和７年度国勢調査に向け
て調査区を設定するため

調査区の設定 令和７年度国勢調査に向けて調査区を設定した。 222 209 10,162

35 町民
世帯の所得分布及び消費の水準、
構造等の基礎資料を収集するため

調査員による調査を実施する
家計における消費、所得、資産及び負債の実態を総合的に把握し、世帯の
所得分布及び消費の水準、構造等を全国的及び地域別に明らかにすること
を目的とした調査を実施した。

1,068 1,037 0

36 町民
事業所及び企業の経済活動の状
態、産業構造等の基礎資料を収集
するため

調査の実施準備 令和７年度新規事業 0 0 17

37 町民
農林業の生産構造や就業構造、農
山村地域における土地資源基礎資
料を収集するため

調査員による調査を実施する
農林業の生産構造や就業構造、農山村地域の土地資源など農林業・農山村
の基本構造の実態とその変化を明らかにし、農林業施策の基礎資料とする
ことを目的とした調査を実施した。

3,285 2,714 28

38 監査委員 健全な町財政運営のため 出納検査・監査を実施する 例月出納検査（12回）、決算審査、定期監査を実施した。 1,242 1,150 1,215

39 財政担当職員 効率的・効果的な財政運営のため
町の各種事業を実施するために発
行した地方債の元金償還を行う

町の各種事業を実施するために発行した地方債の元金を支払った。 1,520,639 1,521,092 1,639,845

40 財政担当職員 効率的・効果的な財政運営のため
町の各種事業を実施するために発
行した地方債の利子償還を行う

町の各種事業を実施するために発行した地方債の利子を支払った。 60,273 55,531 63,299



【様式２】

総合振興計画の位置づけ
5

19
主な取組の個別指標

主な取組の概要

個別指標の達成状況と今後の方向性

主な取組を構成する事務事業

令和 6 年度

目標の柱 誰もが主役で誰もがつながる未来を見据えた協働によるまちの運営
施策 効率的・効果的な行財政運営 現状値 中間値 目標値

単位 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

（単位：千円）

事務事業名 事務事業の概要 令和6年度 令和7年度

担当課
担当係

主な取組 2 健全な財政運営
①町税の徴収率（現年度分） ％ 97.9 97.9 97.9 98.0 98.0 98.1

取組の対象 町民

取組の意図 将来にわたる安定した行政サービスの提供と財政の健全化

① 目標どおり推移 現年度分の町税徴収率については、数字だけ見れば目標を達成（四捨五入によるもの）している。今後も督促・催告・滞納処分といった一連の滞納整理を適切に執行していくことで、公平公正な賦課徴収業務に努めていく。

②

枝
番
号

主
要
事
業

対象 目的 手段 実施内容・成果
当初

予算額
決算額

当初
予算額

財産取得費

総務課
財政係

予備費

総務課
財政係

事務事業合計 1,961,428 2,123,663 2,141,582

41 財政担当職員 効率的・効果的な財政運営のため 財産の取得 効率的・効果的に各種事業が実施できるよう、必要となった財産を取得する。 1 0 1

42 財政担当職員 効率的・効果的な財政運営のため
町の各種事業を実施するための財
源調整を行う

当初、ならびに補正予算編成における歳入と歳出の調整、ならびに緊急時や
予想しがたい事業が発生した際の財源を担う。

49,442 0 46,951

43

44

45

46

47

48

49

50


